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財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問　

経
常
収
支
比
率
の
近
隣
市
町
と
の
比

較
、
直
近
５
年
間
の
数
値
、
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、
平
成
29

年
度
が
96
．
７
％
、
平
成
30
年
度
が
98
．

７
％
、
令
和
元
年
度
が
99
．
７
％
、
令
和

２
年
度
が
99
．
６
％
、
令
和
３
年
度
は

94
．
６
％
で
し
た
。
近
隣
市
町
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
ベ
ー
ス
で
、
東
金
市
85
．

６
％
、
山
武
市
89
．
４
％
、
九
十
九
里
町

79
．
８
％
、
茂
原
市
が
89
．
３
％
と
、
い

ず
れ
も
本
市
よ
り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問　

下
水
道
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

維
持
管
理
費
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
か
に
し
て
経
費
の
削
減
を
進

め
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

の
３
形
態
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
が
経
費

増
大
の
一
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
網
白

里
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
案
を
作
成
し
、

３
形
態
を
集
約
す
る
そ
う
で
す
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
と
３
形
態
の
集
約
に
よ
る
経

費
削
減
効
果
は
ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で
い

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

全
施
設
の
統
廃
合
が
完
了
し
た
場
合

の
経
費
削
減
額
と
し
て
、
年
間
３
５
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
構

想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
千

葉
県
と
協
議
を
行
い
、
来
年
３
月
の
完
成

に
向
け
て
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

直
近
５
年
間
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
29
年
度
は
６
億
２
２
９
０
万
円
、

平
成
30
年
度
は
５
億
１
７
５
０
万
円
、
令

和
元
年
度
は
４
億
８
２
０
３
万
円
、
令
和

２
年
度
は
５
億
１
４
３
１
万
円
、
令
和
３

年
度
は
５
億
３
１
５
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問　

下
水
道
料
金
の
改
定
に
伴
い
、
今
後

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
ど
の
よ
う
に

推
移
す
る
の
か
、
ま
た
ど
の
程
度
の
繰
入

れ
を
行
う
の
か
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
減
ら
し
て
健
全
な
経
営
を
行
う
た
め

の
施
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
農
集
、
コ
ミ
・
プ
ラ
と
統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
収
支
へ
の
影
響
額
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

下
水
道
事
業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
本
年
３
月
に
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
13
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
経
営
戦
略
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
繰

入
れ
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
８
年
度
の
５
か
年
に
つ
い
て
は
、
年

間
４
億
５
３
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
営
戦
略
を
公
表

し
た
本
年
３
月
時
点
で
は
、
現
在
の
電
気

料
金
の
急
激
な
高
騰
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
さ
ら

に
３
０
０
０
万
円
か
ら
４
０
０
０
万
円
ほ

ど
繰
入
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
下
水
道
事
業
の

経
営
の
健
全
化
を
を
保
つ
に
は
、
収
入
面

で
は
事
業
継
続
に
必
要
な
経
費
等
に
対
応

し
た
適
正
な
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
を

継
続
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
支
出
面
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

財
政
健
全
化
に
向
け
た
歳
入
面
に
お

け
る
取
組
の
う
ち
、
市
有
地
財
産
の
売
払

い
等
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

市
有
地
売
却
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

組
織
す
る
公
有
財
産
利
活
用
検
討
委
員
会

で
の
協
議
を
踏
ま
え
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
25
年
度
以
降
の
売
却
件
数
は

36
件
で
、
売
却
金
額
は
１
億
７
８
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
坂
市
長
が
就
任
し
て
翌
年
、
第
５
次

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
令
和
２
年
の

人
口
目
標
は
５
万
３
千
人
と
な
っ
て
い
た
。

平
成
27
年
に
作
ら
れ
、
令
和
２
年
に
改
訂

さ
れ
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
大
幅
に
下

方
修
正
さ
れ
た
。
人
口
推
計
は
、
市
政
に

と
っ
て
、
税
収
や
学
校
の
統
廃
合
な
ど
あ

ら
ゆ
る
事
業
計
画
に
重
要
な
基
礎
的
統
計

資
料
と
な
る
。

問　

本
市
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
い
つ
だ
っ

た
か
。

答　

平
成
24
年
９
月
１
日
の
５
万
１
２
１

８
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

問　

目
標
人
口
と
の
乖
離
は
ど
れ
だ
け
か
。

答　

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
第
５
次
総

合
計
画
で
は
、
令
和
２
年
度
の
目
標
人
口

を
５
万
３
千
人
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し

た
総
合
戦
略
で
は
、
目
標
人
口
を
５
万
人

と
し
ま
し
た
。
第
５
次
総
合
計
画
で
は
４

１
３
９
人
、
総
合
戦
略
で
は
１
１
３
９
人

下
回
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
人
口
推
移
は
ど
う
な
る
か
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
の
目
標
年
度
の
令

和
12
年
時
点
で
４
万
４
３
７
０
人
、
20
年

後
の
令
和
22
年
時
点
で
３
万
８
４
８
８
人
、

30
年
後
の
令
和
32
年
時
点
で
３
万
２
１
７

７
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
の
数
は
ど
う
な
る
か
。

答　

ゼ
ロ
歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
年
少
人
口

は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
に
５
２
５
２
人

で
し
た
が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
推
計

値
で
は
、
令
和
12
年
時
点
で
４
０
３
４
人
、

20
年
後
の
令
和
22
年
時
点
で
３
２
４
３
人
、

30
年
後
の
令
和
32
年
時
点
で
２
６
１
０
人

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

問　

人
口
減
少
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

少
子
化
に
よ
る
自
然
減
と
大
幅
な
社

会
増
が
小
幅
な
社
会
増
や
減
少
に
転
じ
た

こ
と
で
す
。
少
子
化
の
原
因
は
未
婚
化
・

晩
婚
化
の
進
行
か
ら
合
計
特
殊
出
生
率
が

県
内
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て
い
る
こ
と
、

社
会
減
の
原
因
と
し
て
は
、
若
者
世
代
が

就
職
や
結
婚
を
機
に
市
外
へ
転
出
し
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

人
口
目
標
は
ど
う
設
定
し
て
い
る
の

か
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
お

い
て
設
定
し
て
い
る
令
和
12
年
の
目
標
人

口
は
、
令
和
元
年
度
人
口
４
万
９
２
２
６

人
か
ら
10
年
間
で
約
１
割
程
度
の
人
口
が

減
少
し
、
令
和
12
年
に
は
４
万
４
３
７
０

人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
第
６
次
総
合
計

画
や
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
各
種
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
減
か
ら
社
会

増
へ
の
転
換
を
図
り
、
令
和
12
年
で
は
４

万
５
千
人
を
維
持
す
る
と
い
う
目
標
を
設

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
12
年
の
目
標
人
口
４
万
５
千
人
は
、

推
計
人
口
に
ち
ょ
っ
と
プ
ラ
ス
す
れ
ば
達

成
で
き
る
目
標
で
す
。
こ
ん
な
に
毎
年
毎

年
大
き
く
人
口
が
減
っ
て
い
く
目
標
で
い

い
の
か
。
市
長
が
就
任
し
て
か
ら
こ
の
10

年
間
、
人
口
は
減
り
っ
放
し
、
今
後
も
減

り
っ
放
し
。
こ
の
推
計
に
よ
る
と
、
令
和

20
年
頃
に
４
万
人
を
切
っ
て
３
万
人
台
に

な
る
。
人
口
減
に
よ
り
商
業
施
設
、
公
共

施
設
、
様
々
な
も
の
が
貧
弱
に
な
っ
て
い

く
。

　

本
市
に
と
っ
て
、
人
口
増
加
施
策
は
最

重
要
課
題
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
か
。
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
県
内
最
低
レ
ベ

ル
。
図
書
館
は
な
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
な

ど
移
住
定
住
施
策
は
動
い
て
い
る
の
か
ど

う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

　

人
口
増
加
策
は
遅
い
と
取
り
戻
せ
な
い
。

子
ど
も
を
産
む
世
代
が
少
な
く
な
っ
た
ら
、

出
生
率
が
上
が
っ
て
も
効
果
が
少
な
い
。

や
る
な
ら
一
気
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

今
日
か
ら
や
ら
な
く
て
は
間
に
合
わ
な
い
。

会派代表質問

小
金
井
　
勉
　
議
員

持
続
的
な
発
展
と
魅
力
あ
る

都
市
づ
く
り
の
実
現
に
む
け
て
‼

自
　
　
民

土
屋 

忠
和 
議
員

関
連
質
問

○
空
き
家
対
策
「
空
き
家
等
利
活
用
と
空

き
家
除
去
事
業
の
促
進
に
つ
い
て
」

問　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
の
再
質
問

と
し
て
、
市
内
空
き
家
実
態
調
査
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
担
当
課
に
伺
い
ま
す
。

答　

市
内
の
長
期
水
道
閉
栓
情
報
を
基
に

職
員
に
よ
る
空
き
家
の
現
地
確
認
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
市
内
閉
栓
情
報
１
３
５
７

件
の
う
ち
、
６
７
４
件
（
約
半
数
）
の
調

査
が
、
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

問　

空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
平
成
26
年
に

公
布
さ
れ
た
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
第
６
条
に
各
市
町
村

に
お
い
て
空
き
家
対
策
計
画
の
作
成
に
つ

い
て
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
で

黒
須 

俊
隆
　
議
員

市
長
就
任
以
来
続
く
人
口
減
少
に

今
こ
そ
歯
止
め
を
！

個人質問

問　

財
政
健
全
化
に
向
け
た
歳
出
面
の
取

組
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
公
共
施
設

の
あ
り
方
の
見
直
し
、
統
廃
合
と
は
ど
う

い
う
と
こ
ろ
を
指
す
の
か
、
ま
た
現
在
借

地
の
解
消
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
さ

ら
に
年
間
の
市
全
体
の
借
地
料
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
公
共
施
設
に
求
め
ら
れ

る
規
模
、
役
割
及
び
機
能
に
つ
い
て
改
め

て
見
直
し
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

借
地
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
で
、
58

件
、
借
地
料
は
約
３
５
０
０
万
円
で
す
。

問　

準
用
河
川
金
谷
川
改
修
事
業
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
大
雨
に

よ
る
大
網
駅
周
辺
の
浸
水
被
害
な
ど
の
解

消
を
図
る
た
め
の
は
大
変
重
要
な
事
業
で

あ
る
こ
と
、
こ
の
事
業
の
終
了
を
も
っ
て

中
断
し
て
い
る
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

で
き
る
な
ど
本
市
に
大
変
寄
与
す
る
も
の

で
す
。
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

答　

用
地
の
関
係
地
権
者
と
交
渉
を
進
め

契
約
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
重
要
性
を
再
認
識
い
た
だ
く

と
と
も
に
早
期
な
る
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

は
住
ま
い
づ
く
り
協
議
会
空
き
家
等
対
策

検
討
部
会
に
お
い
て
、
空
き
家
等
対
策
計

画
作
成
の
手
引
き
が
、
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
さ
て
、
本
市
で
は
、
こ
の
計
画
を
い

つ
頃
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

空
き
家
等
対
策
計
画
と
は
、
増
加
が

予
想
さ
れ
る
空
き
家
等
に
つ
い
て
、
そ
の

発
生
を
予
防
し
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
空
き
家
等
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
為
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策

に
つ
い
て
、
所
有
者
、
市
民
、
民
間
事
業

者
及
び
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
為
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
の

内
容
と
な
る
よ
う
、
空
き
家
等
対
策
協
議

会
を
設
置
し
意
見
を
伺
い
、
空
き
家
等
対

策
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
度
中
に
協
議
会
を
設
置
し
て
い

く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

次
に
、
一
歩
、
踏
み
込
ん
だ
質
問
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
国
の
空
き
家
等
対
策

総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
、
伺

い
ま
す
。
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業

は
、
各
市
町
村
等
の
自
治
体
が
空
き
家
等

対
策
計
画
を
作
成
し
、
こ
の
計
画
に
定
め

ら
れ
た
空
き
家
等
に
関
す
る
対
策
を
行
う

事
業
や
、
空
家
法
に
基
づ
く
協
議
会
を
設

置
す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に

限
り
国
か
ら
の
財
政
支
援
と
し
て
、
空
き

家
の
除
去
の
費
用
や
空
き
家
の
利
活
用
を

行
う
為
の
事
業
費
に
対
し
て
、
補
助
が
受

け
ら
れ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
国
の

支
援
事
業
を
活
用
し
、
空
き
家
を
取
り
壊

す
場
合
の
空
き
家
除
去
助
成
、
ま
た
、
移

住
者
が
耐
震
基
準
を
満
た
し
た
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
住
む
場
合
の
空
き
家
利
活

用
の
助
成
に
つ
い
て
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

国
の
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
に

は
、
い
く
つ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
が
有
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
の
支
援
事
業
を
活
用
す
る
為

に
は
、
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。


